
台 湾 住 民 で あ る ,戦 没 者 の 遺 文疾 篭 言に 二対 す る

可チ晃主者挙篭 報 こ_騨事す
…
を)調 整衰幸長率寧 韓事  (昭 和 62年 度)
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1 9 8 8年 二月19

中 華 民 国 紅 十 学 会

副会長  魏   火 燦留 先 生

十 字 社

山  本

拝 啓  費 会益 々ご発展 の こととお慶 び 申 し上げ ます。

さて、台湾住民元日本兵遺族等に対する弔慰金等の支給の問題に

つきましては、1 9 8 7 年 9月 2  9  E i 「台湾住民である戦没者の遺族等

に対する弔慰金等に関する法律J (昭 和 6身年 法律第1 0 5 号)が我国

の国会において成立 し、その実施については 人道的精神に基づき

紅十年/赤 十字間で行なうことで 日台間で 合意を見ていることは

ご承知 の とお りであ ります。

日本赤 十宇社 とt ′ヽた しま して' よ、 1 9 8 7 年 中に 二 回にわた り台

湾に 近衛 忠庫 外事部次長 及び 田 中 壊夫 社会都主事 を派遣 t ノて本

法 律 の具 外 的 な実 l 屯の方法について 貴関係 当局 と協議 を重 ね た と

ころで あ ります が、その際 には 景会 の 多大 な ご協力 を賜わ り感 謝

に堪 え な t ″ヽところで ござ い ます。

戦 没者 に対する弔慰金 、重度1 障害者に対する見舞 金 の額 等につ

き ま しては 、旧年 1 2 月末 の予算編 成 を通 じ一件 につき 2 0 0 万 円

とする こと、支給 の方法 は交付 国債 に よ り 日本の 1 9 8 8 会 計年 度

か ら交i 付を行 な い 、償 還 は 一格払 い とする こ と等 の 日本政府 の

日

　

―

t簿

正
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田鶴

基本 方針 が まとま り、今通常 国会 に おい ての関連法 案 及び 1 9 8 8

年 度 予算 の成立 を待って貴会 との間 に正式 の取 り決 め を締 結 して

業務 を開始 す る運 てがとなって お ります。

尚 、 4 月 か ら始 まる 1 9 8 8 年 度 予算 に おいては台湾側事務経 費

として 8 5 , 6 4 1 , 0 0 0 円 が計 上 されてお り、予算成立後 上 記取 り

決 め締 結 を待って 可及 的速 や かに貴 会宛 に送金する所存 で あ りま

す が 、3 月 迄 残 余 期間 のあ る と9 8 7 年 度 予算 においても現 地 で の

経 費 として 2 千 万 円が計上 されてお り末使用のまま残ってぉ ります。

当方 といた しまして
‐
は、この予算 を有効 に用 いるな らば予算面でも

実務 面で も 4 月 以降 の速ゃかな業務の展 開がやり易 くなるとの考え

か ら、3 月 3 1 日 i 室に調達 可能 な機器 、事務 用品等 を至急 手 配 して

貴 会 に供 与 させて いただ く所存| でござい ますので、この度 三 度 目

の訪 台 をする 近 衛 外事部次長 一行 とその具体 的方 法について ご協

議 下 さる ようお願 い 甲 し上 げ i 安す。

本 件 に 当初 か ら深 く係 って お られた 故 何応 欽 会長 のご在 職 中

に 弔慰 金 、見舞 金 の給付 が実 坊! でき なかったことは 誠 に 残 念で

あ ります が 、その 円滑 な実 現 に遮 進 することが 私 共 に残 され た

課題 と感 じ、今後 共最 大限 の努力 をいたす所存 で ございますので

貴 会 に お かれ ま しても何分 の ご協力 を賜 わ りた くょろ しくお願 い

甲 し上 げ ます。

敬 具

日  本   デヽ  」ム  字  イ11

-48-
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《別添

1 9 8 8 年 1 月 2 5 日

中 華 民 国 紅 十 学 会

秘書長  顧   E淡   先 生

日 本 赤 十 字 社

外事音呂こ受 渡 辺 晃

台湾住民である戦没者C遺 族等に対する弔慰金等

に関する調査の一部委託について

台湾住民である判t没者の遺族等に対する弔慰金等に関す る調査の一部に

ついて下記のとお り委託 しますので、承諾のうえは速やかに詰書 (別添 3

参照)と 弊社宛御技とJと願います。

; '

1 . 委 託 日的は「台湾住民元 日本兵避f族等に対する弔慰金等文給業務 に必

要な実施体制の事前準備について取 り進めること」であること。

す■
Ｗ
、

ｒ
陶
Ｖ

2 .委 託金額|ま5 , 5 8 6 , 5 6

とお りであること。 な お、

より 「委託費概算払請求書:」

きること。

0円 であ り、その内訳は予算書 (別添 1 )の

委託経費の貴会への送金については、貴会

(別添 4 )を 受領次第速やかに行 うことがで

. 委 託金額の支出にあたっては、委託 した 目的 に即 して各費 目予算額 と

上回 らない範躍で執1 行されたいこと。

・委託期間は L 9 8 8 年 2 月 1 日 ～ 3 月 3 1 E で あること。

5 . 委 託期間終了後は証明書類 ( 別添 2 ) と添付 した精算報告書 を1 9 8 8

年 4 月 9 日 までに押社宛御提出願いたいこと。

6 .上 :こ精算によ り残金が生 じた場合は、速やかに弊社宛返納 して碩 くこ

とになること。
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す
ま
・
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二

…
≡

企項

予 算 書

こ; , 5 3 6 , 5 6 0 人件投

・'骨サ綸

・字旨手 当

旅  費 3 4 6 , 2 6 0 x

庁  費

・珂「場所借科

Ⅲ電子計算機使用料

とだ&信迅胸安

電括料 (含国際電話料)8100,Ooo x

郵便料

・光熱水致

B消 耗品費

・難役務費

《局噂添 21》

月」蕩阜 ■

単位 1日本円

C～ ① を安 目ととらえる

1 , l C 4 , o o o

0112,500 x lメ、×2月二225,00o

3 81,Ooo x lか、x2月 二162,Ooo

8 63,00o x 4ハ、x2月 iS04,000

8 17,750x6ハ 、x2月 =213,Ooo

6ノ`      2_7 7, 5_6 0

4 ,  上5 5 , o o o

3 3 6 0 , O o o  × 2 月= 7 2 0 , O o o

r ■十学会への

委託経費

8 1 0 0 , O o o

0 5 0 , O o o

6 7 5 , O o o

2月= 2 0 0 , o o o

2 0 , o o o

2月= 2 0 0 , o o o

2月二1 0 0 , o o o

2 , 2 1 0 , o o o

Ｘ

　

Ｘ
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